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凸特にを意しでいただをたいこと、 
まをのために必ずお守0 ください 

旦効果的に使话するために- 

日各部の名称——-- 

•夕 ' f 觀鹽- 

•構造図 ... . - — - ’ 

回使巧前の準備 . . 
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• 而乂 一'— — .一 .. 


このたびは、コ□ナ 6 ミ由ス I ブをお質い上げ 
いただき、まごとにありびとラございました。 
正しくお使いいただくために、この取扱説明塞 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後ちお使いになる方びい 
つでを見られる所に「保証靈 J となに大のに保 
醫しでください。 


固巧震吕動消义装 S 

國その他の装 a - 

囚日常の点検*寺入れ 

固定期点検-- 

陋故厲-巽常の顯分け方と»靈黨遽 

U 部湿交換のしかた- 

旧 保管（長期闇使用しない爆觀- 

m 化様 . 

圧]アフターサ""ビス- ------- 


KEROSENE ONLY 


燃料 ft 感聲慶質の灯織1 

懷觸しでください。 
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に注意していをだきたいこ cj 細ために齡 i 雜くださし 


C の®扱論踞蠢およな Si 韶 への表示でな、製語を賽惡に圧お.冷お儀 U いただ寒、 あなたや値® A / 等 八^0觀害や財離八 
©撰窗禮ホ然に防止す玻ために、 いろいろな絵蒙赤をしで W まず。.•そ®表おと 蠢錄は巧の cfc うになつ^い蒙内密 
をよく理解しでか6本交禮 お読みください。 ... 


この表示を觀繞しで、觀クた:觀り-振いをず養も v 
人が那 t 苯たは纖僅帮舞う麗険が謹し迫つでをじ 
證ことが體定进れ截内醫祗泰 k / t ：- い卖す 。-.-…:V 


ごの叢示蠻無観し！:、觀つた取〇駿い奪す蓄と、 
人が偏 S 狸顏う爲険が戀定すれる肉容およな轉的 
擢靈のみの難带び想をがれる巧馨舉泰ででい第ず。 


、巧 /へ昭娛 

ガゾリン戀繫 

方ソリンなど揮発性の養い;'をは、絶巧に使巧しないでください。 
义巧の原因になりまず。 


巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使巧しないでく 
ださい。 

巧類び落下しで义がつき、义巧の原 
困になります。 


スプレー伍厳禁 

スプレー定をストーブの上や前に放 
靈しないでください。 

熱でスプレー定の圧力が上力 f り、：爆 
発し、危換です。 


給油時消乂 

給ミをは、必す消义しでから巧つでく 
ださい。 

义巧の原因になりまず。 

こぼれたななは、よくふきとつでく 
ださい。 


力…テン、可燃物近接厳禁 

力—テンや燃えやすいちののそばな 
どでは使用しないでください。 

义災の原因になります。 


換気必要 

換気せすに使巧しつづけないでくだ 
さし、。 

酸素び不足すると、不完を燃焼し、 
…酸化炭鬻などが発をしで中護じな 
るおそれびあります。 

使巧中は必す1時簡に1〜2回 （ 1 
~2分）換気しで、新鮮な空気を補 
給しでくださし、。 

窓の凍結、地下塞など換気び十分に 
巧えない場所では、使用しないでく 

十 ■ J : -V / \ 

八_とし^。 


油漏れを険 

お組□□金は確実に締めでください。 
給油□□をを下にしで、ミお漏れびな 
いことを確かめでください。 

□をを斜めに締めたりすると、簡単 
に□金ががれで、义巧の原因になり 
ます。 


可燃性ガス使用厳禁 

スト•"ブを使巧しでいる部屋で、巧燃性 ガスが 
発生するちの（ベンシン、シン ナー ■、 ガソリン） 
スプレーを使巧しないでください。 

义災や®障の原因になります。 


禱還とさ纏宏 

シ S ぐ外出するとさは、必す消 
ゾ 'I ;'\た0し;。 

义 人し!の陆かないとごろでは、使 
け|1ム（、（’、ん夕ん 
卜, r ，'レ V / パ’パが 悼乂巧のおそ 
り八い）い 

かいん'いぃし/りお節つまみび 
，り W 如ド i し Li U 义り沾えたこと 
‘1骄かみし’ く /J ごい。 


やかんのせ禁止 

やかんやなべなどをのせないでください。 

撮動や接體によってやかんやなべなどの熱湯び 
こぼれ、やけどのおそれびありをず。 

又、なべの煮こぼれによっでストー.ブ巧部め部技 
するおそれがありまず。 






















50 cm な上 


達'靈^ iiPWHHHIl 瞧 

g 靈肉繼達蒙 it 

給ミ庭は、必琴'义の気のな いところで巧ってくだ 

—* ^ I \ 

とし S 。 

^火災のおをれびあり萊ず。 _ 

燃燒申藝動禁 it . 

义のついたまま持ち運 ぱないでください。 

作けどのお ■€ti があります。 ^ ji 6 £f 

藻た、 $5 側すると义 巧の原因になります 。% 


(こおい、すすの発生、炎の色など異常 C •つ P > 
燃焼を起こしたとぎは使用しないでく ちを司 
だぎい。 \ 1 づ 

緊急の場さでちあねですにしんを下げ 
で消义しでください。 （ 6 ぺージ参照） 

B 乙 D © 隱黑 ^ 

ほこりを、とぎど费除ましでください。 1 

ごみ、ほこりなどびつまると、異常燃焼のおそ 
れびあります。 

変質灯油禁止 / 

変麗のな、巧れた巧、 ？_ K の湿じつでいるな;'由な\ 
どを使巧しないでください。 

異常燃焼やしんび下び6なくなるおそれびあります 


巧の場巧で B 變用 L / SL 飞 

が變や予想しない擊故の原因になります。 
•水平でない場所、不を定な爆巧 
® 風のあたる場所、部屋の出入 □ 

•ぼこりや湿気のぎい援巧 
• 不安定な物をのせた欄などの下 
® 可燃性ガスの発生ずる場所又はた素覆湯所 
•遍室、圈賣室など人のいない《巧 
•理•美容室、クリ…ニング店などスプレ-•を化 
を使う屬所 

»マントルピースなどストーフカ 《 國ねれる場所 
* 直射曰光が'あたる場所 

掃除機の排気にを意 

燃焼中に掃除機の排気などをあでないぶ! 'ITV 
でください。 

風びあたるとホ义び出たり、異幫燃焼 
の原因になり危検です。 


可燃物との距離を離ず 

燃えやすいちのや障害物 
とは、蹈す图に示す距離 
をとつで設置しでくださ 
い。 

义巧のおそれがありまず。 


屬温部接触禁止 

燃焼中や消义疆後は、鹽溫部（図のア 
ミ部か)に潭などみれないで < だ泣し、。ち 
やけどのおそれびありまず。 を 

ルをいお寺嫌やからだの不圉巧な方’の だ芝 

いるで家庭では、特にを麗しでください。 

純正部蟲の使巧 

しんなどの部品は、拟す純化部品（指定ちれた 
部品）を使巧しでください。 

予想しない寧故が発をするおそれびあります。 

正常燃焼の確認 ^ 

正常に燃焼しでいることを確飄しでく 林^ 
ださい。 

しんび上びりすぎたり、燃焼筒びすれ° 
でいたりすると異常燃焼し危険です。 


分解修理•改造の禁止 

故障、破損したら、使巧しないでくだ—さい。 

不完をな修理や改造は、癌険です。 

お買い求めの販売店に條理を巧觸しでください。 


曰常のお手入れ時の注意 if 巧 I 

曰萬の点検-ま入れは抵ず巧つでくだ 斬 ， Y 

点検’を入れは、ストーブが帝えでか6巧つでくだをし、。 
(7 • 8ぺージ参照）やけどのおそれがあります。 


保管時にしていただくこと 

長期間使巧しないとき又は保慶ずるときは、必^ 
すな巧を抜いで(乾電逝を取りがしで）ください。 
傾けたり、横倒しの状態では保醫しないでください 
义巧のおそれびあります。 


燃燒鐵①ガラスび麵れたままの使用禁止^ 

燃焼筒の万ラスが欠けたり、割れで破損したま \ 
まの状態では、絶巧に使用しないでください。 

巽常燃焼したり、すずび発をするおそれびあ0ます。 


廃棄ずるとをのを意 化 

ストーブを廃棄姐がすると壁'は、必す給油タンク ■ 

園定タンク巧の巧';由を抜愛取つでください。 （8 ベージを 照） 
な';由び入つたまま廃棄するとリサイクレの 際に思わみす‘ 
故になるおそれびあります。 


廳攘攫 PiPJS た6ない 

ストーブじ直接屡時間あた6ないでください。窗湿点は:どな勝あな找になるおそれびあります。 

お胥樣、おが鬻り、摘気の方、皮ふの弱い方など綾鑽養擬区藻る爆鍾ま其ストーブの取りあい、部壓の擬窥、 
I やけど、憾;けどや 脱水症がなどについで圈團の人が十かを意しでください。 


诚ま瞧に使厢ずるた懸に 

局に接す§窓側な^ t ’ (こ庐くと、お気びストーブで暖めら打、上昇が流するので効果的でず。 
ち*クーテンなど巧燃物との跑纔は十おとコでくおを辱; k 量:.;寿量;-_；::;_蠢違;;;-;:芸吉苗章邊を'.;:' I 
•顧醒機皆サーキ I ! レーターなどで室内の空気を巧流させると、より効果的な暖房がでさます。 
•スド ー ブに s 接、風があたるないようを憲 _G でくだ-達い。:こ-----.-- ... 











备部のを称 

辨誦國 




A wts な iSStB おをみがみ立な … り i 



開こんと部品のセット 

.泌がぶ秋城的ががめ泌か片がみ伽が:みゲ妨■说■，ぶ《化汹;的がが AM おが‘ W ; •机が々 W . 做’献•，麻が法 se »« 世^^^ 

巧の順陣で響備しでください。 



3 .乾電池(お一お 2 個)をたツトずる 

货乾電ミ做ま別売でず。 

@同じ種類の新しい単一お乾擊池を2恼用續し 
で/ドざい。 

種類の異なる乾濯池、交は新しし V 乾爾池とち 
レ乾電池を組み爸わせで使南しまずと、液漏 
. れや破裂のおそれびあり衆ず。 

►鲁シーズン始めにずベで新しい乾電池に交換し 
でください。消耗した乾麗池を使隅すると、 
点义しにくい踢をがありまず。 グ,。，::；。〜〜: 

參を側にある靈池ケースに、 心:，をふ 

乾《池を電池ブースの 
絵のちち)にをわせで正 
しく它ットしでくださし、。■あ i ©_=== ji )— 夕 - - 


2 .燃焼筒をたットする 

魚燃焼筒をたットしたら、 
ガードをもとどおりに 
取0巧けでください。 

雜燃焼筒つまみを在ちに 
動かしで、しん案内筒 
、 に正しくすわ绿でいる 
► ことを確認しでください。 


1 .包裝箱からストーフ'をあず 

雜畳装確からストー タンク押;ぇ谐ボ 

ブを取り出しでく 
だをい。 口 

® ガ…ドをとめでい M pin , 
るテ'—プをはず し-で、 m I ^ 
乃ードを綱いでく rr 

ださい。 

雜燃焼筒巻薄をはす•这装箱、夕 
しで < だぎし、 I 樹戸 gsf ミ: 

•タジク證ふたを閥留臣貨覇 
じ:、で、タンクがぇ BSiSf 
をはすしでください。八 g し巧®气 


をる捡勤かす 


燃料 


. -1|' >i- ； r-rv-rirrri：i ii'.i'ii .' ，の肺、 -] 川 ' ii 印 IT' :, t vr '—i ,'n -「（•’， .r wwwxiOBWrN; て师 wwWBWiffiWCWTirniiiTiTiCT 怖 «"iirmf>Wiri-ii 加 1 航が ripi 师 -irnPTirF け iTfifi i—riii i; 广怖耐口 ’ 町怖 rmirrCTfi 刪巾 .’ 病广前川 rmn’iii 而 i , 


纖《»驗す妇■巧 ( JIS 1 懸懸油)卷使用しで<ださい C 


• !么危険 I ガソリンなどの揮発 tt の B い'庙は絶巧に巧巧しなけでください。义巧の原因じなります。 

• A am 変圈灯'油、不純打;'由、ちれた油、水の混じっているなミをなどは絶巧に使巧しないでください。 

♦添加剤り断巧却なとは 1 を南しないでください。 


雜’り油はおす义気雨水’ごみ’富温および直窮曰化をまけた湯巧に保管しでください。 




変質打ミ由•不純な油とは 


昨シ…スンよ 
り铸ち越しの 


容器のふたび 
關けでおった0、 
乳白镇のがリ 
容器で保鹽し 
た：な適 


水-ご游解俗 
漉捣がのミ盧巧 
曝んのむか 
でを灑入した 
巧潮 


鬟鶏簡径光に 
第たる所を溫 
農の養い殻に 
保籍したな適 
























給油サインで確認しでください。 

•ご使巧中、給';あタンク内のな;'をびみなくなると「おミ由 
サイン」で給油の巧告をしまず。 

「給';田サイン J に、ピンク色び出できたら、 「給油の手 
順とミま憲」 じ従って給'逆しでください。 

約1…2瞬間で給油タンク巧の巧油か'なくなります。 


’[な迪びをいとき] 




キャビネットと同色 I キャビネットと罔毎 


[巧施かみないとさ-! 



ピンク鶴 


ピンク度 


驚火 If ® 擊備と確認 


:' 穿]! 胖 巧ら押 


寡罕驟 swf こ諭隱 総油隨离»消义装麗燃焼筒の緩ね0磯麗巧靈 es 酒變装靈 

のたツト 






實擊鸦た 
じツ平わ 


：^：：：：；：：： rz ：==： izi=iL 


雜スト"-ブ s 、 が平で安定の 
ck い床の上 Mr 鐵靈してくだ 


ン,- '.'''心.,''—,'-お'、—'- 


I ,給';由タン;クをたットする 
と自動のにた.ツトさ•打まず。.. 


•燃燒窗のつまみを接つ 
で左若に2〜30動か 
レで、しん豪巧筒に亞 
b ' くずねつでいるかを 
遞かめで < ださい。 


し ，'' J し — 

邮夕 吗。ぃ-''， 

—您 


馨 しん調節つまみを巧 （燃焼） 
にゆつ< り止まる索で嚴わ弯 
により 圉動的に t ッ h 逆れ藥 


つロナお客なご巧驟窓白にご 


圓は， 


薄-はしんを交.換しで.くださ IA 




巧よ口®で2 


たとぎは 


なります' 



























•マッチの«緣》'ずをしん何巧や B が)上にか傅いで < たぞい • 巧昭卸かか難 


達使届ち 


宽池点义のしかた 


雜し/ぃ 。闷節つ J . みだち1 燃焼）ち向にゆっくり止まるまでまねし、しんをいっぱい 
に±げでください。 （しん調節つまみの突起が養上し馬义位置 J になります。） 
•觸义ボタンを静か(こ 止まるまで巧しでください。 


1 Vv yjK ' •ながしたことを德認レたを=&な w 操を 

V 7 '.. ゾ、、 そのまま鏡けでいると、点义ヒータのフ 

イラメントび斷線したり、破損の原困に 
ぃ' なります。 

雜点义を確認しでから、静かに指をはなし点义ボタンが疆まにをとの位霞に戻つでい 

ることを確かめでください。 

r ----- 7--- --- 7 - な义ポタンび戻つでいな I 

-- . I , U '. レ^し/ vco 巧巧き： 火窓が開いたままとなり 


2 .靈饒麵認 

雜燃焼筒のつまみ'を持つで、巧ち I 
〜 3 ◎動かしで、しん窠巧筒に i 
く すわつでいるかを濯!かめでくだ; 


左ちに動かす 


マッチ点义のしかた(万一点义ヒータが使えないとを ) i 


方ードを開いでください。 

しん調節つまみをち（燃焼）方向にゆっくり比ま 
るまでまねし、しんをいつぱいに上げでくださし、。 
燃焼筒つまみを図のようじ持ち上げでマッチで点 
乂しでください。 

燃焼斷をしん藥巧 1® の i に静かに戻しでくださし、。 
燃焼觸つ榮みを持つで左若に 2-^3 回動かし、燃 
焼簡のずわりを礎かめでください。 

ガ -- ドを閱めでくださし、。 


がの調節はしん鋼節つまみで巧います 


參炎やホ熱のが態を見ながら〔しんの下げずぎ）や〔しんの上げず薄：！のが觸にならないよ-5じ 
調節しでください。 


しん調節つまみ 

美 編!^^^ 

'，豁み/炎い- 

ち（燃 焼）ち向にまわす 

上び截 

イ串びる 

左（消义位置）巧巧にまねす 

下びる 

かさ < なる 




炎の状態 


M — 


m 




b/y0TlfW&^ 

燃焼 B の±:部が黑い 


恶しい炎のが態 

燃焼»が十分に琼熱し、 
燃燒簡上の炎の褲なが 
4郎] な下 


燃燒簡上に冀が 4 cm 
&[上健0^でい器 


赤熱额ぉ 

























通常消乂のしかた 


誦讓3蒙*薇 £( 廻變 ffi 歷)凝!！に豪わず" 

„ ，™ •しん調節つまみを左（消义位置） 

突起 方向にゆっくり止まるまでまわ 

し、しんをいっぱいに下げで消 
义しでください。 

(しん調節つまみの突起び r 消 
义位醒 J じな0まず。） 



•ストーブを押したりしでお义しないを 
くだを'い。 

• 3 〜5分で消火しまず。 

• しん調節つまみを旱くまわしたときや 、 i 
ル义力で使巧しでからの消义は、巧，が 
—瞬がびることびありますので、巧が： 
巧びないよ5ゆつくりまわしで消火し 
でくだぞい。 


2. iW 0« a«fd 

雜す;1 r IV 化り‘ぶぶ 
I し!^' K ム '-い 




スピード消义のしかた（緊急時の消炎方法） 


1•又涵變 / It 烫ン靈师貫 


しん調節つまみで消义ずることのでをない緊急瞬にだけ®爾 b てくだだい。 



翁巧震白動消义装靈 
び巧動し、しんが 
下びります。 

(しん調節つまみ 
の突起び「消义位 
置 J に戻ります。） 


しん麵節つまみの突起が「消义を靈 J に豪らないと受^'' 
は.房るまでしん調範つまみををち巧へまわし透'つで 
消义しでください。 ,, 

て'適散泻义にくらべこお义時のにおし、ぜ強ぐなり寒 fj 
; ■ を質な油などでしんの上部に、夕ールなどか’ぎ 
‘ ’じでいると、スピード'消义ボタンを巧レでをしんがお！ 
をに下がりきらない（しん調節つまみの奕超が['消义 I 
.位置 J に戻らない）で消义しないことびあります。こ if 
'のようなときはしんのま乂れをレでくださし、 .1 

(8 ぺ—ジ参勵.細。,。…ぷ;.をぶ没。，.. . も； S 纖南; 


>必す'；肖义の繼認 
をしでくだ'をい。 




消义しないと走は • 


レん調節つまみの突起が「消火位置」に戻 S ないとを 


しん調節つまみをまねしでを、スビード消义ボタンを押しでを、しんび下びらすミ肖义しないと密は給ミあタンクを取り出し、义び消 
えるまで燃焼させでくだ泣い。 

このようなときは、お g いずめの販売店又は、コ□ナお客様ご相談窓□にごす目談くだをい。 


消火後再点义ずるとをは • 


消义後ずぐに泻麻乂ずると燃焼簡の温度び醫く、点义しなかったり、においびしまず。また、点义ヒ- 
る踢含びあります。燃焼樹びちえるまで、已分位待つでから点义しでください。 


-夕のフィラメントび断線ず 






強い its 麗や振勤、衝擊を覆けたときは巧靈自動ミ肖义装蘭が作動しで良動のに'消义します。 

しん調節つまみをち(燃焼)方向にゆっくり止まるまでまわすことにより自動的にじットされまず。 （4 ぺージ参照） 

巧麗国動消义裝麗は、 J 旧におめられた100…200ガルの饭動により作:動ずるようじ調猎しでありまず。なっでご'使南中における苗か9菊的な癒動 J 
' I '憾おでは巧勸し涨せん。 ► ! 

；• 頸麗な泣などでしん历上部に夕一化などが多^ Ifc でいると-;域す屬呂熟巧乂裝麗が巧動じでをしんびびりぎをないむ肖廣しないことび i 
■ ありまず。このようなとぎはしんのまみれをしを换'ださ’ 《へ--か白' ! 

*抑靈によつで佑'動し.？こ鷹留は、簡画の巧燃鹽、スト…ブの擾權、ロミ曲のあふれなど露窜びびいことを礎認したも再な央し-ご<むみ,'. 

粗.邸.:.が...，..'...,,:.無 ... 圾'胜:'を:ぷ^ 證. 'がパか.絲盛 





燃焼中に、給ミをタンクを待ち上げると、白動的に消义します。 
給源タンク资 t ットすると窗動のに它ットされます。 


•驗麵タンクが繼囊にみ-:でし、ないと.たットされす，な义でをません。 

















B 萬の点お •#An 


... 消變摄又 h -" ブ湯"+»纔えでから、巧ってくだ靈い 



I ル, U . ぞ a りがレ/《0 、 jffi でふい/一りしないでくたない、 

が、）がい〇™.を。がったシ 、 K く到を化したりしないで<だをい。 

I いも / 嘴竊窗はをおさ ti ないでくたぞいまた撤燒筒を落としで_、-; 



總 S お法 


点横ずる巧容 


•灌のたまりや、油のにじみ‘:まみ藝 C 

♦滿漏れのある場貨は、お廣いおめ* 
ださい。 


@猫漏れ-灌のたまりや逆めにじ茜がない 

かを. 


たいらの部分に磯えかすなどがたまつ 1•燃烧簡營はすし、©ドライバ…の先^燃死力、部なだ禮取り職く。 

ミ*!^?ご己;ナ知酣サゎ^ •しんの先端をしん案巧簡のたい 6 の たしゃの@ぶで衫鶏: 

憤空色5转カミま記 i ’ ミ軟馈 J 部かにきわせ、游ぇかすがみぞに落 4 ，'レ々 y 


• しんの化び10«のとをにな火ヒ 
ろになりまず。 

胞巧店し板療にくださ化 


• 扁义ヒータの巧麗（しんとの簡隔）は正 
しし''か。 

f フィラメントか'、しんに巧しでちよラ'] 
ど度い位麗にないと馬义しじく<な0! 
ずす。 1 


2.. 5mm 


♦ 変形はマツチ禪など誓■萊つ嘗| 
ぐになおす。 

•変おびなおらないちのや、断 
線したをのはおり蠻える。 

(9 ぺージ参照） 


■感«部、'''巧動部を点横ずる。. 

r ’ 歲然离ど給巧タンクを取り出し、しん調節つまみを巧いたあと 
I キャビネットのをち側面（下部）の止めねじ4本と操が部中 
I 巧の止めねじ1すをはすしキャビネットを前ちにの 45'’ 傾け, 
I 擦が部が弓 I つかからないよラま麗しで持ち上げでは'すしでく 
L ださい。 


•やわろかい巧で，ごみ、驛物、 
ほこりなどをされいにみぎとる. 


«しんのま入れをする。 （8 ぺ -- ジ参照） 

•効果のない揚さは、しんを交換ずる。 

(お翼いホめ0飯'靠庭沒は、おおくのコ □ ナお 
ちに沸誤'< だ觀、に'':';':''':' 


*バッキンに、のび、 tm . ひびなどが入つ'ごいた爆爸は5 
る。 

(お質い*めの販黃店なは.おち<のコ□ナお S 様ごホ目1 
にご粗護ください。）. 







しんの点検，手入れ（巧1图） 

i ' - ゎ， V 、'， 、。ハ， w, 、織 ' 々做孤が做 w^j»il^w ゅ苗ドがぉがか嫩船化 - 孤が ^i|^>a* み附 ■faKf 化 -j‘ かピぉ fasv 態古輸 i^i^ な ,■^^«feW^‘w■¢^^w* 網 g<»>B な議 (K^ 脚 w がぷ w■i み -^'j iaja»a¢a>K?^ 气 am^ffy!y^ff^ 

變鹽な油や不純な;巧などでしんの上部に力ーボンや夕ールび付驚し、不興送びをじたと藻 

參醒》！藻、し / y の寺入れをしでください。 



しんの手入れのしかた 


しんの手入れをするときは、風のあたらなけ場所で巧つでください。風があたると巧火び出たり、巽 
常燃焼の原因になり危険です。交、しんのま入れ中はにおいか'しまずので換気をしでください。 

3.そのまま 巧總びな くな 
つで、义力びかさくな を 
まで 放置ず る 


1•空タンクをたットする 

雜給';由タンクのな';曲を巧いで、 
ンクを t ツトしでください。 


2.しんを上げで点义ずる 

@しん調節つまみをち（燃焼）方向にゆっくり止 
まるまでまねし、しんをいっぱいに上げたあと 
点火ボタンを静かに押しで点义しでください。 
ホ正しい炎の状態で燃焼させでください。巧ぺ^ 
ジ参照） 


4.义力びかさくなつたら 

しんを いっぱいに上げ、 
消义 ずる素で燃饒遂卷 


■資®廣うなと寒は親しいし知と交靈しでく ださい。 (9 ぺ-ジ参照) 


雜しんの爭入れを巧つでち力--ボンや夕…ルびとれす、効累か’ないとき。 


馨しんが水を營んでしまい、しんの上下操作び震くなったとき。 


雜 L ‘んの上部び消耗しで、うすくなったり短くなったり、巧〇!こなっているとき。 


■b/wc^wr が 

雜このス \‘.一つ'の しんは薦义しやずいように点义部に切欠きびありまず。 
•切巧を部巧の繊維をほつれさせないでください。 


麵恵期点樣 



攫麵 HcftfflcsQ 豪^ as © 点樓び戀獲でず。 . 

• 2 mz 1回 SIS 、 シ…^ズン I を:?をなどにお買いおめ①嚴売店又は、修理資搭着〔(お）曰本6灌燃焼機器像巧®翁 (TEL 03-3499 
2928)で巧う按術醫螺講 S 送修了奮 （6 巧機器按術營理±.)など）のいる店などに点検巧頼されるごとをおすす嫁し豪す。 


8 














I ，パ、 


ごじがつでくたさい 


藻も巧據 


販売店に依頼しでずぐ修理ずる 


給油タンクを磯葉に入れる 


な、)- ぉ皆乂 


' : レで#巧い巧'が-,'いブ I 


販売店(こ您賴しでずぐ修健ずる 




振動を受けないよろにす‘る 


飯觀夕がけでいる 


風の当たらない凝所で傻巧ずを 


燃拱苗な請の変形 


新しい部韶と交換ずる 


猪藥她か巧しく入クで' 


点次ヒー•夕のつ f ラぶ 


変おをなおずかな換する 


r しんのを入れ t をずる 


窓をあけ、部麗の換気をする 


燃燒簡つまみををろに動かしですねりをな 


圧しいおのが態になるようにしんを調節ず 


んでから点乂ずる 


しん电交鑛ずる 


給なタンク、固定タンク巧の油を祗凄 
れいなな趙で雜し、、 

給灌體(ましんを下'けで20分な上薄ち、 
に十分‘巧'ぶびしみ 


給洩する 


•燃焼中や消火薇に、:愛瓣おを T ポ ] ンポコン J という養がしまずび、これは給;'曲タンクカ、6觀遮タンクへ《了油び谎出亨齋と選‘の觀晋 
興常では燕り載せん。 


麵離品交換のしかた 


雜 r 么ま憲!不発をな修理、...調整はを換でずので、部品の交換、調整び必要な場合には、お質いホめの販売店なは、修理續倦密〔(財） 
曰ホ石巧燃焼機器保巧協貧で巧〇巧術營理講習含修了者（石油機器按術管《±)など）のいる販売店にご相談ください。 

耐莖釋]部騒交攫は 二！ ロホ純正部品とご指定ください。 

しんの交換 __ _ ____ 




' 、 ■ __ . .' . . ,-1111 n I 


• しんのな類は、お翼い巧めの販売度忍は 
• しんはおす横蟹に舍梅または認話された 
器貫に適さしないしんや、粗惡なしんをが巧 
にな0まず， 

11111 P 纖臀雜禅 t 鐵え投均こ倒とんみ.. 


1 * 巧電絶と燃焼簡を取0 ilj 

這リン*^^：?$?簿〇感く 

藝 U ングフタの止めねじ1本を '-f 
は寻しで、リンブつ夕を簡 い’ I 
でください。 '\、づ if 

3.点^ 纔 sa 薄'带 - 

•賴义ヒ夕先觸が 点义おに巧つ'く 、. \ 

蒙で湯义ボタンを郷 しでください -、 

雜点义[::^-夕を學前に狎しながら止 
まる家で抱!こ黎ねし、点义ボタン.で揮 
を静かに M しでください。点义ヒ^ 乂 
…'夕びソクットか6»すれます。 


おすすめしまず。‘ 
ださい。 ’ 
ィ’、り巧の原面 


八 ‘ 




4.新しいお义ヒ…夕卷驟0傑け S 

♦点义ボタンを禪しでソケットの 
みぞの位置を體認しでください。 で [ ’,, 

み点义ヒータのヒータガードを下,パ 1.' ず\ . I 

側にしで、ソケットのみぞに点 姑! 

义ヒータの突起を入れなから点で/突ぉとみをを刮1!レ1 
义ヒータを手前に止まるまで差 。„ . 

し込んだあと在にまねしでくだリが 3 食グ/} I 
さい。フィラメントが水ずにな ，户戸 .. 
ります。 ( <广/を 


t が:!"■ドィ 
I -H _ I する 


5. U ングフタ獲 a 靈 "TS 


馨リングフタのつめび寨肉筒 y ンクヵ巧れ 
に乂っでいることを礎認しでなら.：と 
どおりに比めねじで固定しでくたさい。 




あ晴 • 翼篤の房營げ寫と姻巧を 

•巧の慶 I こをとブいで..お繼 かめください。 

戀処臟巧法により処靈しでを 良くならないときは、お質い巧めの販売店にごす目聲ください。 
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燃燒禱©藥換 儀，, . 

- I - 铺細 . m.i i| 1111111 - i|- - y— . " 、 ■• 

ドか‘" ’ i で； ^ か cUlfVc と-別でむ買いずめの販売店又は、…お巧くのコロナお客樣ご巧該窓□にこ巧な‘、た ごい 1 


黑管 C 畐誦関羡厕 b 饥電 


a) 


J しづぃし'^、ン f ’— ！ H 萬の点検.ま 入れの頂を参照し、巧の要領で保管しでください。 

1 纔遽變 ’ 齡參陶驟 緣»獲攘 黎嚴っ でください。 货 ぺ—ジ参照） 

I •も、こ— みなとを巧’レたまま保管す ると、さびや巧あきの原因になったり、しん上下 不良の原因になること も あり策す。 
i 雜な巧をがいたあとは、巧部をよく乾燥させで ください。 


|2.1//¥0聲入|1齋1/^<だ邀ぃ。 （8 ぺージ参照) 

’3.*^ 職電漏纔麵でください。 


4. rtg | C © C »^ ft ^^ 藥臟つでくだをい。 

馨燃焼筒と給巧タンクを取り出し、しん調節つまみを抜いたあと、キャビネットの左ち測面（下部）の止めねじ4本と操巧部中 
央の止めねじ1本をはすしキャビネットを前ちに約45°傾け、操巧部が引つかからないよラ注憲しで持ち上げでほすしでくだ 
さい。掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 

5. 又ブ'滅解麵を擢驗しでください。 けぺージ参照） 


!6•錫證 ea 消游装醒獲作戀させでください。口べ…ジ参照） 

|7 .S 装箱に入約で、纔爆した爆所にが平に保體しでください。 


を臺 i 傾けたり、横倒しの状態では絶がに巧管しないで<ださい。-鞭‘’ .< 

•弼扱齡媽靈は、保証靈と巧にホのに保養しでください。 ||| 

■.巧シ…プンにお使いじなるときは、巧麗宜勸消义装麗の巧動を 2 〜 3 ◎くりかえし、しんび最後まで下がることをおかめで<だ兹い。 

V - ■ - ■ 


逊仕様 

r が，..，.がけ； 


濟 . ぃ 1 

がけ 

—獲 もが！ . 

禮 

む 

しん就-煎射お 

点 i 

， 1' 

電池点火 

が ）'] 

! ‘ * 1 

な鄕 （J 陪 1' 号 . 巧 '; 苗） 

峭す 1 

;けリ 

0.218 L/h 

酷 i 

出 む 

2.09kW(1,800kca!/h) 

说み 

< ) 

4.0 し 


'織時間 

約 18.0 時間 

< を ，，‘ 

1 M ::遞 1 

木 遮 1 日 .0 が (6 疆)まで 

コンクリ…卜 13. 日が (Q 璧 ) 苯で 

‘ 叫 ‘’ 

な；去 

觀巧 4 巧麵幅 452 晒驅巧 314 隱 
( 霸台を讚む） 

1 i _ 一《 

7,3kg 

* J ん 


觀麵簡しん 

khtll 

肉淳 65 麵） 1 茲 2.8 圓 


巧鑽蹟動溝乂裝髓 


小 li の契罵' _給迎轉留動消火裝濯 


しん就.放射が . 

’ 讚 '; 梓るん ' 

''''''''' 

0.267 し/ h 

2,自 6kW(2,200kc 细か） 

4.0し 

豁15.0跨闇 

东 遮 i 1 .目が (7 養)まで 

つンクリ …卜巧.0が(9麗)まで 

觀茲 510 のの 幅 4 强酬 變巧 314 麵 
(麗台程-謹む弓 
7.4kg 

轟 麗麗しん 
巧擺 65 酣 麗さ 2. 8繼 
_ ; t ちな聽尚乂装麗 

" 給油轉島難 酒■巧装囊 



'巧 
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> 

夕 

ム 


m 

つと. 

rmrn 

，'- :本 .室 

サ 




を為 


€ 

m ' 

守;'去 



保証について 



® このコロナ扫ミ由ストーブには保証霞びついでいまず。 

「お賢い上げ曰■販売店名1などの記入をお確かめの〇え、贩苑協から 
お受けとりにな0、大切に保醫しでください。 

•保証期間はお翼い上げいただいた曰から]巧間で'ず。 

参なのよラな原因による故障および擊故につ蜜ましでは、保 i 正の巧象にな 
りませんのでを霞しでください。 

s ' 変質な油や不純灯油など、また巧巧なかの燃料使巧じよる故 P 麗や擊故。 
■誤った使用ちるじよる故障や擊古女。 


修理を依頼されるとを 

脚が sas 柳舟 :■ ぉ -- ggBBaiaaaaBf 舰■巧 

@本書の f 故障•養溝の見かけちと処麗ちる j (9 ぺ…ジ参照）の頂!こおつ 
で調べでち良くならないとぎは、お翼いホめの販売店又は、おお<めコ 
ロナお客様ご榻談窓□にご連絡くださし、。 

みが 証期間中であれば保謡馨の規定にがつで無料修理させでいただ 摩藻す。 

■巧証期間び過ぎでいるとさは .' 

* .お濁い 没め の販茜店にご 巧 験くだち ( A . 唔理によ。 巧渡 巧できるおりおし';つい！ 
''.ではお客樣のご蟹望に よ0 有料修理いたします。 .も胡’ : 

■補修用な能部品の保有期間 

'，.巧なストーブの補修巧性酿部症（機離を継巧するた 巧 だな;、' レ ’I I .. 、：'- 

...期間は製造巧ちのりを色げです。 ぶ夕 ■■■■ ! 

V - - - --- - -_.る盗. _ i . 


♦输送時や運搬時に活迎タンク-固定タンク, .’ j 〜 一,…，；.. 
ままですと、愼きやお勘での抽なこほれるこし , J w .，〇、 . 
必す渡ぎ巧!つでくたさい。 




































